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日本では若手技術者が「見て覚える」ことを行ったり，教育方法を学んでいない熟練

技術者が OJT にて技術指導をするケースが一般的な技術継承の手法として用いられてき

た．しかしながら少子化により製造職への入職者が減る中，製造現場からは丁寧な指導

で確実に若手技術者を育てる必要があるとの声が上がっている．本研究では， 教材の元

となるデータを取得するため，自動車修理塗装の調色工程における技術者の行動分析を

行った(1)．自動車の修理塗装は，経年変色した車体の色に合わせた塗料の調合が必要とさ

れる．この塗料の調合する作業を調色と言う． 

修理塗装の実務経験が 10 年以上の技術者を熟練者と定義し，熟練者 4 名を対象とし調

色を行わせた．この間の作業を動画にて記録し，分析を行った．記録は熟練者が勤務す

る工場で実施した．調色の見本として，シルバーメタリックの基準色（トヨタ 1F7）から

意図的にずらした色で塗装を行った見本板（200mm×80mm）を用意し，調色・塗装後の

色が見本板と同じになるように調色を行うことを指示した．この時，調色の制限時間は 1

時間，塗料の調合の回数は 5 回までとした． 

 動画より作業を分類し，作業時間を算出した．作業は，カラー見本帳と見本板の色の

比較や見本板と塗装したシートの色の比較を行う「比色」，塗料の計量や攪拌を行う「計

量」，シートへの塗装やスプレーガンの準備を行う「塗装」，スプレーガンのエアーや乾

燥炉を用い塗装後のシートの乾燥を行う「乾燥」の 4 つに分けられた．全ての実験参加

者が乾燥の作業時間が最も長かった．2 番目に長く行っていた作業は，熟練者 1 が計量，

熟練者 2 が比色，熟練者 3 が塗装，熟練者 4 が計量であった．経験年数が長いほど比色

の作業時間割合が大きくなり，乾燥の作業時間割合が小さくなる傾向が見られた．比色

作業に着目し，比色を調色作業開始直後および各シート仕上がり後に分け分析すると，

作業開始直後に長い時間をかけている技術者と，比色の作業時間割合の変動が小さい技

術者に大別できた． 
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